
　
画
材
小
売
業
の
株
式
会
社
カ
ワ

チ
（
河
内
卓
也
社
長
、
大
阪
市
）

は
、
６
月
１
日
に
創
立
１
０
０
周

年
を
迎
え
、
１

０
０
年
史
「
心

斎
橋
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

Ｃ
Ｈ
Ｉ
　
１

０
０
年
」（
カ

ラ
ー
、
本
文
48

ペ
ー
ジ
）
を
発

刊
し
た
。

　
記
念
誌
は
、

河
内
社
長
の
巻

頭
挨
拶
に
始
ま

り
、「
河
内
洋
画
材
料
店
は
大
阪

の
洋
画
の
歴
史
だ
っ
た
」（
大
阪

大
学
教
授
・
橋
爪
節
也
氏
）、「
デ

ザ
イ
ン
画
材
の
思
い
出
」（
ア
ー

ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
荒
木
基
次

氏
）、「
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
の
１
０

０
年
」「
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
の
年

表
」
で
編
纂
さ
れ
て
い
る
。

　
同
社
は
１
９
２
０
年
（
大
正
９

年
）
に
現
社
長
の
祖
父
・
河
内
俊

氏
が
大
阪
市
南
区
順
慶
町
で
、「
河

内
洋
画
材
料
店
」
を
創
業
し
た
の

が
始
ま
り
。
１
９
２
８
年
（
昭
和

３
年
）
大
阪
ミ
ナ
ミ
の
心
斎
橋
筋

に
移
転
、
以
来
「
心
斎
橋
の
カ
ワ

チ
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
き

た
。
そ
の
後
、２
０
１
４
年
に（
平

成
26
年
）
心
斎
橋
筋
の
本
店
を
閉

店
し
て
、「
カ
ワ
チ
心
斎
橋
ビ
ル
」

を
竣
工
。

　
長
ら
く
親
し
ま
れ
て
き
た
「
カ

ワ
チ
心
斎
橋
店
」
は
２
０
１
９

年
（
平
成
元
年
）
に
「
Ｘ
―
Ｃ
Ｉ

Ｔ
Ｙ
心
斎
橋
」
ビ
ル
２
階
に
移
転

し
、「
画
人
画
廊
」
で
の
若
手
画

家
を
中
心
と
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
展
覧
会
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
グ
ッ

ズ
を
販
売
す
る
「
ア
ー
ト
マ
ル

シ
ェ
」
を
は
じ
め
、
様
々
な
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
、
ア
ー
ト
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
る
。

　
実
店
舗
は
心
斎
橋
店
の
ほ
か
、

「
カ
ワ
チ
阪
急
３
番
街
店
」「
カ
ワ

チ
あ
べ
の
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
店
」「
カ
ワ

チ
　
東
急
ハ
ン
ズ
三
宮
店
」
の
４

店
舗
を
展
開
。

　
ま
た
、
よ
り
多
く
の
人
に
ア
ー

ト
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
、
ア
ー

ト
イ
ベ
ン
ト
「
大
Ｏ
Ｏ
Ｓ
Ｋ
Ａ
画

材
ま
つ
り
」
を
大
阪
・
南
港
の
Ａ

Ｔ
Ｃ
で
年
に
１
回
開
催
。
２
０
１

９
年
は
画
材
・
文
具
メ
ー
カ
ー
と

個
人
作
家
44
社
が
出
品
、
９
０
０

０
人
を
動
員
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
成

長
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
の
緊
急
事
態
宣
言
時
に

は
、
全
店
舗
の
休
業
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
が
、「
画
人
画
廊
Ｗ
Ｅ
Ｂ

個
展
」
を
開
催
し
、「
ア
ー
ト
な

感
染
予
防
店
頭
ポ
ス
タ
ー
」
の
無

料
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
実
施
。ま
た
、

疫
病
を
退
治
す
る
妖
怪
「
ア
マ
ビ

エ
」
を
モ
チ
ー
フ
に
、
多
く
の
作

家
の
作
品
を
「
３
Ｄ
ペ
ー
パ
ー

キ
ャ
ン
パ
ス
」
に
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
宣
伝
販

売
を
行
い
、
被
害
を
受
け
て
い
る

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

に
対
し
て
支
援
し
て
い
る
。

　
サ
ン
ス
タ
ー
文
具
株
式
会
社

（
小
林
大
地
社
長
、
東
京
都
）
は
、

「
ス
テ
ィ
ッ
キ
ー
ル
」（
写
真
）
や

「
デ
ル
デ
」
の
新
ア
イ
テ
ム
、
０
・

３
と
０
・
５
㍉
芯
を
使
い
分
け
で

き
る
新
機
能
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
な

ど
、
10
月
に
発
売
す
る
多
彩
な
新

製
品
と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン

や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
展
開
し
た

「
２
０
２
１
年
新
入
学
」
の
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
を
発
表
し
た
。

　「
ス
テ
ィ
ッ
キ
ー
ル
は
さ
み
Ｓ

Ｌ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
（
ス
ラ
リ
ノ
」
は
、

両
方
の
ハ
ン
ド
ル
が
長
く
て
使
い

や
す
い
ス
ラ
イ
ド
式
の
は
さ
み
。

キ
ャ
ッ
プ
の
い
ら
な
い
ス
ラ
イ
ド

式
で
、
キ
ャ
ッ
プ
を
な
く
す
こ
と

で
利
便
性
が
ア
ッ
プ
し
た
。
使
い

や
す
い
刃
渡
り
（
40
㍉
）
と
、
ペ

ン
ケ
ー
ス
に
入
る
コ
ン
パ
ク
ト
な

サ
イ
ズ
で
携
帯
性
と
使
い
や
す
さ

を
重
視
す
る
な
ど
、
女
子
高
生
の

声
を
反
映
し
た
。
ペ
ン
ケ
ー
ス
の

中
で
刃
が
出
て
く
る
こ
と
が
な
い

ロ
ッ
ク
機
能
を
採
用
し
て
い
る
。

刃
は
テ
ー
プ
な
ど
を
切
っ
て
も
ベ

タ
付
き
に
く
い
グ
レ
ー
ス
刃
。
他

社
に
は
な
い
左
利
き
用
も
用
意
し

て
い
る
。
ボ
デ
ィ
の
カ
ラ
ー
は
ホ

ワ
イ
ト
、
ブ
ラ
ッ
ク
、
ラ
イ
ト
グ

リ
ー
ン
、ラ
イ
ト
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
。

左
利
き
用
は
ブ
ラ
ッ
ク
。
６
０
０

円
。

　「
デ
ル
デ
ブ
ン
グ
ポ
ー
チ
」
は
、

カ
ラ
ー
ペ
ン
ブ
ー
ム
の
需
要
に

マ
ッ
チ
し
た
大
容
量
の
ポ
ー
チ

で
、
使
う
人
に
合
わ
せ
て
幅
広
い

シ
ー
ン
に
対
応
し
て
い
る
。
ワ
イ

ヤ
ー
入
り
が
ま
ぐ
ち
仕
様
で
大
き

く
開
き
、
消
し
ゴ
ム
や
付
箋
な
ど

を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
収
納
ポ

ケ
ッ
ト
付
き
。
仕
切
り
面
フ
ァ
ス

ナ
ー
な
の
で
位
置
調
整
が
可
能

で
、
下
げ
る
と
持
ち
手
が
収
納
さ

れ
て
邪
魔
に
な
ら
な
い
な
ど
、
筆

記
具
ヘ
ビ
ー
ユ
ー
ザ
ー
が
喜
ぶ
充

実
機
能
。
カ
ラ
ー
ペ
ン
が
約
１
０

０
本
収
納
で
き
る
な
ど
文
具
の
収

納
や
コ
ス
メ
、
ガ
ジ
ェ
ッ
ト
と
し

て
利
用
で
き
る
。
カ
ラ
ー
は
ブ

ラ
ッ
ク
、
グ
レ
ー
、
ブ
ル
ー
。
２

９
８
０
円
。

　「
シ
ャ
ー
プ
＆
シ
ャ
ー
プ
ニ
コ

ロ
」は
、右
に
ひ
ね
る
と
０
・
３
㍉
、

左
に
ひ
ね
る
と
０
・
５
㍉
芯
の
ス

ム
ー
ズ
な
使
い
分
け
が
可
能
。
手

帳
な
ど
の
細
か
い
文
字
を
書
く
と

き
に
は
０
・
３
㍉
芯
、
ノ
ー
ト
な

ど
の
普
段
使
い
に
は
０
・
５
㍉
芯

と
使
い
分
け
で
き
る
。
ボ
デ
ィ
ー

は
淡
く
可
愛
い
ホ
ワ
イ
ト
、
ピ
ン

ク
、
ミ
ン
ト
グ
リ
ー
ン
、
バ
イ
オ

レ
ッ
ト
。
大
人
可
愛
い
コ
コ
ア
ブ

ラ
ウ
ン
、
ブ
ル
ー
グ
レ
ー
、
カ
シ

ス
ピ
ン
ク
、
ス
モ
ー
キ
ー
グ
リ
ー

ン
。
５
０
０
円
。

　「
リ
ン
グ
ト
」
は
、リ
ン
グ
ノ
ー

ト
、ル
ー
ズ
リ
ー
フ
バ
イ
ン
ダ
ー
、

シ
ス
テ
ム
手
帳
に
台
紙
ご
と
リ
ン

グ
に
つ
け
ら
れ
る
付
箋
。
Ｐ
Ｐ

（
０
・
４
㍉
厚
）
の
付
箋
台
紙
は
、

リ
ン
グ
ノ
ー
ト
な
ど
の
リ
ン
グ
に

通
す
こ
と
が
で
き
る
切
れ
込
み
が

入
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
の
リ

ン
グ
（
リ
ン
グ
ノ
ー
ト
な
ど
、
リ

ン
グ
穴
の
間
隔
が
８
・
47
㍉
）、

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の
リ
ン
グ
（
ル
ー
ズ

リ
ー
フ
バ
イ
ン
ダ
ー
、
リ
ン
グ

ノ
ー
ト
な
ど
、
リ
ン
グ
穴
の
間
隔

が
９
・
５
㍉
）、シ
ス
テ
ム
手
帳（
リ

ン
グ
の
間
隔
が
19
㍉
）
に
付
け
ら

れ
る
。
紙
と
鉛
筆
で
書
け
る
Ｐ
Ｅ

Ｔ
タ
イ
プ
が
あ
り
各
３
８
０
円
。

　
ま
た
、
２
０
２
１
新
入
学
商

材
と
し
て
、「
コ
ン
パ
ク
ト
ふ
で

い
れ
ヨ
コ
ピ
タ
」
が
大
幅
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
さ
ら
に
使
い
や

す
く
な
っ
て
登
場
。
指
掛
か
り
部

分
が
深
く
な
り
、
ふ
た
が
軽
い
力

で
開
け
や
す
く
な
っ
た
。
ま
た
、

軽
さ
も
従
来
の
１
８
５
㌘
か
ら
１

６
０
㌘
と
25
㌘
軽
く
な
っ
た
。
表

裏
が
分
か
り
や
す
い
設
計
で
、
裏

面
の
ク
リ
ッ
プ
溝
が
裏
面
の
目
印

に
な
る
、
鉛
筆
削
器
付
き
、
時
間

割
付
き
な
ど
、
使
い
や
す
さ
は
そ

の
ま
ま
。
カ
ラ
ー
は
ラ
イ
ト
ピ
ン

ク
、
ラ
イ
ト
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
、
ラ

イ
ト
ブ
ル
ー
、ラ
イ
ト
グ
リ
ー
ン
、

ブ
ル
ー
、
ブ
ラ
ッ
ク
。
１
５
０
０

円
。

　
さ
ら
に「
ヨ
コ
ピ
タ
ク
ル
ッ
ト
」

が
登
場
。
教
科
書
の
大
型
化
に

よ
り
、
小
学
生
の
２
人
に
１
人
が

学
校
の
机
が
狭
い
と
感
じ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
小
学
生
の
悩
み
を
解

消
し
た
。
ふ
た
を
開
け
て
折
り
た

た
む
と
、
従
来
の
半
分
に
収
ま
る

の
で
、
机
の
上
を
広
く
使
え
、
ふ

た
を
開
け
た
ま
ま
固
定
で
き
る
の

で
、
い
ち
い
ち
開
け
し
め
し
な
く

て
も
必
要
な
文
房
具
が
す
ぐ
に
取

り
出
せ
る
。
カ
ラ
ー
は
ラ
イ
ト
バ

イ
オ
レ
ッ
ト
、
ラ
イ
ト
ブ
ル
ー
、

ブ
ル
ー
、
ブ
ラ
ッ
ク
。
１
８
０
０

円
。
こ
の
ほ
か
、「
ヨ
コ
ピ
タ
リ

カ
ー
モ
」、「
ヨ
コ
ピ
タ
ト
ラ
ッ
ド
」

を
用
意
。
11
月
発
売
。
各
税
別
。

　
株
式
会
社
レ
イ
メ
イ
藤
井
（
藤

井
章
生
社
長
、
東
京
都
）
は
、
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
シ
ス
テ
ム
手
帳
を
よ
り

多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
に
知
っ
て
も
ら

い
、
シ
ス
テ
ム
手
帳
販
売
の
活
性

化
に
努
め
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

３
月
１
日
～
５
月
31
日
ま
で
「
第

４
回
Ｄ
ａ
ｖ
ｉ
ｎ
ｃ
ｉ
店
頭
陳
列

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
た

が
、
こ
の
ほ
ど
「
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
賞
」
受
賞
４
店
と
、「
Ｇ

Ｏ
Ｏ
Ｄ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
賞
」
受
賞

14
店
を
発
表
し
た
。
同
コ
ン
ク
ー

ル
は
当
初
３
月
１
日
～
４
月
20
日

ま
で
の
開
催
予
定
だ
っ
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
３
月
１
日
～
５
月
31
日
ま
で
開

催
期
間
を
延
長
し
た
。

　「
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
賞
」

　
四
葉
商
会
静
岡
店
（
静
岡
市
）、

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
Ｊ
ｏ
ｕ
ｒ

ｎ
ａ
ｌ
　
Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
　
Ｆ
ａ
ｃ

ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
（
神
戸
市
）、
う
さ
ぎ

や
福
山
南
店
（
福
山
市
）、
誠
品

生
活
南
西
店
（
台
北
市
）。

　「
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
賞
」

　
大
丸
藤
井
セ
ン
ト
ラ
ル
（
札
幌

市
）、
石
田
文
具
（
北
斗
市
）、
ハ

イ
ノ
ー
ト
高
崎
店
（
高
崎
市
）、

東
急
ハ
ン
ズ
新
宿
店
（
東
京
都
）、

丸
善
丸
の
内
本
店
（
東
京
都
）、

銀
座
伊
東
屋
本
店
（
東
京
都
）、

Ｍ
ｒ
．
ぶ
ん
ぐ
静
岡
Ｓ
Ｂ
Ｓ
通

り
店
（
静
岡
市
）、
Ｂ
Ｙ
ヨ
シ
ダ

（
倉
吉
市
）、
共
営
社
キ
ャ
ン
パ

ス
防
府
店
（
防
府
市
）、
雑
貨
館

イ
ン
キ
ュ
ー
ブ
天
神
店
（
福
岡

市
）、
石
丸
文
行
堂
本
店
（
長
崎

市
）、
デ
サ
キ
わ
さ
だ
店
（
大
分

市
）、誠
品
書
店
信
義
旗
艦
店
（
台

北
市
）、
誠
品
書
店
園
道
店
。

　
大
阪
紙
製
品
工
業
会
（
黒
田
章

裕
会
長
）
の
歩
こ
う
会
は
、
第
２

８
７
回
を
迎
え
て
、
梅
雨
明
け
の

８
月
１
日
に
京
都
の
奥
座
敷
、
清

滝
を
訪
れ
、
今
が
旬
の
天
然
鮎
を

刺
身
と
炭
火
焼
き
で
賞
味
、
京
都

の
夏
の
１
日
を
楽
し
ん
だ
。

　
当
日
は
黒
田
会
長
夫
妻
ら
15
人

が
参
加
し
て
、
午
前
11
時
半
に
Ｊ

Ｒ
山
陰
線
の
嵯
峨
嵐
山
駅
に
集

合
。
同
駅
か
ら
会
場
の「
つ
た
や
」

に
向
か
い
、
正
午
よ
り
会
食
を
進

め
た
。

　
寺
村
聖
一
専
務
理
事
の
司
会
で

進
め
、初
参
加
者
を
紹
介
し
た
後
、

黒
田
会
長
は
、
特
別
会
員
、
会
員

及
び
夫
人
ら
の
参
加
に
感
謝
し
な

が
ら
「
コ
ロ
ナ
渦
な
の
で
、
ど
こ

か
神
経
を
使
う
、
あ
る
い
は
張
り

詰
め
た
気
持
ち
が
あ
る
の
で
は
と

拝
察
す
る
。
新
し
い
生
活
様
式
を

守
り
な
が
ら
季
節
の
鮎
を
賞
味
し

て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
で
、
ひ

と
時
を
コ
ロ
ナ
を
頭
の
隅
に
置
き

な
が
ら
楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
と

思
う
。
８
月
に
ネ
ッ
ト
上
で
文
紙

メ
ッ
セ
を
開
催
し
て
い
る
。
帰
宅

さ
れ
て
か
ら
開
催
期
間
の
８
月
中

の
何
れ
か
の
日
に
で
も
閲
覧
し
て

も
ら
え
れ
ば
、
今
後
の
仕
事
に
役

立
つ
と
思
う
。
コ
ロ
ナ
を
吹
き
飛

ば
す
思
い
で
鮎
を
楽
し
ん
で
ほ
し

い
…
と
挨
拶
し
て
乾
杯
。
清
流
が

育
て
た
勢
い
が
光
る
天
然
鮎
と
ヨ

コ
ワ
の
刺
身
、
鱧
に
は
じ
ま
り
、

天
然
活
け
鮎
炭
火
焼
き
、
天
ぷ

ら
、
鮎
ご
飯
の
鮎
づ
く
し
で
癖
の

な
い
あ
っ
さ
り
と
し
た
味
を
堪
能

し
た
。

　
２
０
２
１
年
に
創
業
１
０
０
周

年
を
迎
え
る
サ
ン
ビ
ー
・
株
式
会

社
は
、
６
月
に
開
催
し
た
取
締
役

会
で
社
長
交
代
を
決
議
し
、
７
月

21
日
付
け
で
山
本
利
治
社
長
が
代

表
取
締
役
会
長
に
就
き
、
山
本
忠

利
専
務
が
代
表
取
締
役
社
長
に
就

任
し
た
。

　
社
長
交
代
に
つ
い
て
は
「
日
々

加
速
し
て
い
く
環
境
変
化
の
中

で
、
ト
ッ
プ
交
代
に
よ
り
新
し
い

経
営
体
制
と
新
た
な
理
念
を
も
と

に
企
業
価
値
の
向
上
を
目
指
す
も

の
」
と
し
て
い
る
。

　
新
社
長
の
山
本
忠
利
氏
は
１
９

８
２
年
12
月
20
日
生
ま
れ
の
37

歳
。
２
０
０
５
年
大
阪
学
院
大
学

流
通
科
学
部
を
卒
業
後
、
２
０
０

６
年
に
サ
ン
ビ
ー
株
式
会
社
入

社
。
同
年
株
式
会
社
東
京
製
版
に

出
向
。
２
０
０
８
年
サ
ン
ビ
ー
東

京
店
営
業
部
に
従
事
。
２
０
１
２

年
営
業
企
画
室
室
長
、
２
０
１
６

年
専
務
取
締
役
に
就
き
、
２
０
１

８
年
専
務
取
締
役
兼
製
造
本
部
長

兼
東
京
製
版
専
務
取
締
役
を
経

て
、
２
０
２
０
年
代
表
取
締
役
社

長
に
就
任
し
た
。

表
彰
受
け
る
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ

　
大
紙
工
歩
こ
う
会
の
一
行

カ
ワ
チ
が
創
立
100
周
年

歴
史
ま
と
め
た
記
念
誌
を
発
刊ｋａｗａｃｈｉ100年史

新機能ヨコピタ登場
○…サンスター文具…○

スティッキールやデルデ新商品

店頭陳列コンクール
◇…レイメイ藤井…◇

ＢＥＳＴ
ＧＯＯＤディスプレイ賞決まる

京
都
の
清
滝
で
天

然
の
鮎
を
賞
味

大
紙
工
歩
こ
う
会

山
本
忠
利
専
務

が
社
長
に
就
任

○
…
サ
ン
ビ
ー
・

Ｄａｖｉｎｃｉ


